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り、軍の諜報機関たる CCD（Civil Censorship Detachment、民間検閲支隊）は、1946年
1 　東京国立近代美術館フィルムセンターの所蔵フィルムリストに基づく。「祇園の姉妹」
（http://nfcd.momat.go.jp/index.php）、2014年 3 月17日。
2 　内務省警保局『映画検閲時報』第23巻（1936年 7 ―12月）不二出版、1985年、980―81頁。
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八巻」が “passed w/ deletions”（一部削除の上で公開許可）としてこの認証番号を与え
























3 　板倉史明「占領期における GHQ のフィルム検閲――所蔵フィルムから読み解く認証番号の
意味」『東京国立近代美術館研究紀要』第16号（2012年 3 月）、55―56頁。
4 　“A Master List of Motion Pictures and Lantern Slides Censored by PPB District Station I, 
Tokyo （October 1945 to September 1946）, Revised, 10 December 1946,” Box no. 8601, 
CIS02811, 国立国会図書館憲政資料室。なお、この「マスター・リスト」の存在については
上記板倉論文から教示を得た。
5 　『讀賣新聞』1946年 9 月16日朝刊には帝都座、日活神田などで翌日公開の広告がある。












































































Richard Maltby, Hollywood Cinema （Oxford: Blackwell, 1995）, とりわけ pp. 339―344; Lea 
Jacobs, The Wages of Sin: Censorship and the Fallen Woman Film, 1928―1942 （Berkley: 






































































房、2004年）、 2 ― 3 頁。
17　「蒸し風呂のような暗室で汗」『讀賣新聞』1925年 7 月 2 日朝刊、 5 頁。
18　「人も機械も増し充実する映画の検閲」『讀賣新聞』1926年 4 月 6 日朝刊、 5 頁。
19　検閲官の人数に言及している田島の随筆「歪める映像」の初出は『フォトタイムス』第12巻











／過失による誤訳をチェックしなければならない。 1 本平均 3 時間かかるこの作業
は、この時期、勤務終了後自宅へ持ち帰って行うことが常態化していた。トーキー映
画は使用言語を問わず、 3 、 4 回の映写＝査問を行うのが理想とされる。 1 回目は画




































































































































































































　松竹大谷図書館は『祇園の姉妹』の検閲台本を 2 冊所蔵している。そのうち 1 冊は
表紙に「検閲番号 K 第壱八〇〇弐」「祇園の姉妹第壱号」とあり、上記の制限事項が
全て手書きで記してあることから、この台本こそがまさに新検閲として査問され、切






























































39　溝口健二、北川冬彦、滋野辰彥ほか「溝口健二座談会」『キネマ旬報』1937年 1 月 1 日号、
257頁。
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り、それだけに、56メートル（ 2 分 2 秒）にのぼる五の削除は多層的な内容を含んで
いる。『検閲時報』の記述をまとめると、梅吉の家を舞台にしたこのシーンには、











































































































ト ラ フ ィ ッ ク
換＝売買、とりわけ公
娼制度に集約されるようなそれを公認しつつ貶める家父長制のシステムを見据え、こ
の制度と家族主義の美風の間の深い共犯関係を執拗に描いた。「風俗」の門衛であ
り、セルロイドの皮膚を切り貼りする外科医たる現場の検閲官は、そして、溝口の挑
戦を深く理解した上で、卑猥なまでに繊細な「手術＝検閲」で応えたのである。
謝辞：貴重な資料の閲覧を許可して下さった松竹大谷図書館に深く感謝いたします。
